





























Method of Presenting E-Learning Contents in Clothing Education






　 本 学 はe-Learningの 学 習 管 理 シ ス テ ムLMS（Learning Management System） と し て































い順にNEC 32％，富士通 22％，TOSHIBA 14％，SONY 10％，SHARP ６％，DELL ６％
で，それ以外が10％であった．最も多かった商品はNECのLa Vie 20％，次いで富士通のFMV
シリーズ18％であった．OSは，学内でも使われているからかWindows XPが大半の84％を占
め，Windows Vistaは14％であり，Windows 2000が１名であった．RAMは，最も多いのが〜
図２　解像度試料
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図３−１　文字提示試料（明朝体）
図３−２　文字提示試料（ゴシック体）
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512MBで44％を占め，〜256MBが22％，〜1024MB20％であった．なお，2048MB以上が１名
いた．HDDは100GB以上が30％で，100GB以下が70％を占めた．OSがWindows Vistaの場合は、
やはりRAMやHDDの容量が大きい傾向であった．CPUについては，表に示すとおりである．
　図４にモニタの種類と大きさの結果を示した．接続PCは，ノートPCが58％と多く，次いで
デスクトップであった．また，モニタは，液晶モニタが38％を占め，CRTは４％であった．
筆者らが推進している被服実習にかかわるe-Learningにおいては，自宅での被服製作も入って
くることから，デスクトップの場合PCの設置場所により被服製作がやりにくいこともあり，
ノートPCの方が作業しやすいと考えられ，望ましい結果といえる．なお，大きさにおけるイ
ンチはモニタの縦，横の長さの実測値から対角線の長さを基準として求め，四捨五入して区分
した．15インチが最も多く46％を占め，次いで17インチ26％，14インチ10％，16インチ８％の
順であった．15インチ46％のうち，デスクトップは10％のため，全体では15インチのノート
PC使用者が36％で多数を占めていた．また、17〜22インチは34％を占めるが，ノートPCは17
インチが４％のみであるため，大型のモニタは，デスクトップ使用者に多かった．モニタの縦，
横の比率の種類は多く，1.52以上のワイドは32％で，ノーマルは68％を占めた．
　図５にインストールソフトの結果を示した．インターネット接続ソフトは，Internet 
Explorerが100％に対して，Netscapeは，２％しかインストールされていなかった．Wordと
Excelは96％と高いのに対して，Power Pointは30％と低かった．これらの結果は４年前に調
査した結果と比べ，Excelでわずかにインストール率が高くなっているのみで，ほぼ同程度の
率であり，その後，情報プレゼンテーションなどのPower Pointを使う演習が学科の専門科目
の中に増えているにも拘らず，自宅のPCには1/3以下のインストール率であった．なお，バー
ジョンについては2003が最も多く，78％を占めた．ハガキ作成ソフトは70％がインストールし
ており，筆王，筆ぐるめの順に多かった．ハガキ作成ソフトを複数インストールしている人
が６名もおり，容量の大きいこれらのソフトが入ることによって，容量の小さい古いタイプ
のPCには負荷がかかることも予想される．メールソフトは，92％と非常に多くインストール
されており，そのうちOutlookが80％と最も多かった．その他のソフトとして，Photo Shop，
Illustrator，Paint Shop Pro，翻訳ソフトは何れも10％程度のインストール率であったのに対し，
ゲームソフトは60％と多かった．
　学生の自宅学習において，頻繁に使用されていると思われたWordやExcelはほとんどの学生
図４　モニタの種類と大きさ
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表２　PC環境
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が入っているものの２名は入っておらず，70％がPower Pointも入っていないことから，送受
信をする場合には学生の使用ソフトを確認する必要があるのに対し，WebCTであればインス
トールソフトに関わらず，対象者全員と送受信できるという利点があることが判明した．
２．画像の見易さに関する官能評価
（１）織組織の画像
　画像のサイズ試料の平均官能量の結果を図６に示した．サイズの大きい順にAa4.28，
Ab3.56，Ac2.96，Ad1.92，Ae1.4，Af1.04で画像が小さくなるにつれて，平均官能量も低くなり，
見づらくなっている．５段階評価の「やや見易い（４）」を基準として考えると，画像の大きさは，
640×480ピクセルの大きさが必要といえる．
　画像の解像度試料の平均官能量の結果を図７に示した．平均官能量は解像度の大きい順に
Ba4.52，Bb4.5，Bc3.66，Bd1.86，Be1.0であり，解像度が高いほど見易いという結果であった．
最も数値が高かったのは2190kBであるが，次の193kBと，評価にほとんど差はなかった．５段
階評価の「やや見易い（４）」を基準に考えると，画像の解像度としては，193kB以上が必要
といえる．
図５　インストールソフト
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（２）文字提示の画像
　文字提示のフォントとサイズの平均官能量の結果を図８に示した．平均官能量で4.0以上を
示したのは，明朝体では，48ポイント4.68，44ポイント4.18，ゴシック体では，48ポイント4.64，
44ポイント4.26，40ポイント4.22であった．見易い文字のポイントとしては，明朝体では44ポ
イント以上，ゴシック体では40ポイント以上が必要であると考えられる．明朝体，ゴシック
体ともにサイズが大きい方が見易い傾向であったが，明朝体の24と28ポイント間に限っては，
図のように平均官能量が逆転していた．その理由として，提示画像の24ポイントは文字列が整
然と示されていたことから，24ポイントの方を１段階評価以上高く評価した被験者が20％以上
あったためと分析する．また，フォントについて，明朝体とゴシック体では，５％水準で有意
な差が認められ，24ポイント以下の小さな文字と44ポイント以上の大きな文字は両者にほとん
ど差は認められなかったが，28〜40ポイントではゴシック体の方が見易いと評価された．
　自宅におけるPC使用時の画像の出現時間は、使用コンピュータのRAMやHDDやCPU等の
図６　サイズ試料の平均官能量
図７　解像度試料の平均官能量
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PC性能によるところも大きいが、インターネット接続の配信条件によっても異なってくると
考えられる。最近ではブロードバンドが進み，光ファイバー，モバイルインターネット，モデ
ム使用，有線・無線LANなど，学生の自宅のインターネット接続状況も様々である．今回の
結果を基に，今後は画像の配信条件なども加えて検討し，最適なコンテンツの作成にあたりた
いと考える．
要　約
　被服教育におけるe-Learningを効果的に活用するために，画像をWeb上で支障なく送受信で
きることが必要であると考え，まず，学生の自宅でのPC環境を把握した．さらに，Web上で
の試作画像の評価を試みることを通して，提示のための適切な方法の検討を行ったところ，以
下の結果を得た．
１．OSはWindows XP，RAMは256〜512MB，HDDは100GB以下が主流と言える．
２．Web画像の提示のための画像のサイズは640×480ピクセル以上が必要であり，解像度に
ついては，193kB以上が求められる．
３．Web画像の提示のための見易い文字としては，サイズについては44ポイント以上が必要
と考えられる．フォントについては，明朝体とゴシック体との間には５％水準で有意な差
が認められた．44ポイント以上の大きな文字と24ポイント以下の小さな文字では，両者に
ほとんど差はなかったが，28〜40ポイントではゴシック体の方が見易いと評価された．
４．今後のe-Learningのためのコンテンツ作成にあたっては，受信画像は配信条件にも大きく
影響するため，配信条件なども加えて検討していく必要がある．
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図８　フォントとサイズの平均官能量
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